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 要  旨 
【背景】 







 ポリスチレンラテックス(PSL)粒子懸濁液を用いて透明導電性ガラス上に PSL の鋳型を作製し、鋳
型に TiCl4溶液を滴下し加水分解させた後、熱処理を行うことで PSL の除去と TiO2の結晶化が促進さ
れ、TiO2(IO)電極が形成された。増感剤として CdSe-QDs を吸着させた電極の表面 SEM 像を図 1 に
示す。TiO2(IO)骨格に沿って吸着した CdSe-QDs の 2 次粒子が確認された。CdSe は光溶解し易いた





図 1 TiO2(IO)/CdSe-QD の表面 SEM 像。 
図 2 TiO2(IO)/CdSe-QD/ZnS 電極の 
光電変換特性。 
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短絡電流  : 9.0 (mA/cm2)
開放電圧  : 0.71 (V)
変換効率  : 3.5 (%)
electrolyte : polysulfide
counter : Cu
2
S
 
